
健
康
の
ス
ス
メ

特
集    

支
え
合
い
で
生
ま
れ
る

現
役
世
代

1.4
人
で

65
歳
の
高
齢
者

１
人
を
支
え
る
社
会
に
？

現
役
世
代  

2.4
人
で

65
歳
の
高
齢
者

１
人
を
支
え
る
社
会

松
前
町
で
も
進
む
少
子
高
齢
化

　

日
本
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
知
っ

て
い
る
事
実
で
す
。で
は
、松
前
町
の

状
況
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

厚
生
労
働
省
の
研
究
機
関「
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」の
推

計
に
よ
る
と
、
２
０
１
０（
平
成
22
）

年
、約
25
％
だ
っ
た
高
齢
人
口（
65
歳

以
上
）は
、２
０
４
０（
平
成
52
）年
に

は
約
37
％
に
上
昇
。一
方
、２
０
１
０

年
に
約
14
％
だ
っ
た
年
少
人
口（
０
〜

14
歳
）は
、２
０
４
０
年
に
は
約
10
％

に
低
下
し
、
松
前
町
で
も
少
子
高
齢

化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
で
増
え
る
負
担

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
、
支
え
る

人
た
ち
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
推
計
か
ら「
高
齢
者
を

支
え
る
現
役
世
代（
15
〜
64
歳
）の
人

数
」を
試
算
す
る
と
、
２
０
１
０
年
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
１
人
を
現
役
世

代
2.4
人
で
、同
じ
く
、75
歳
以
上
を
4.9

人
で
支
え
て
い
た
も
の
が
、２
０
４
０

年
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
１
人

を
現
役
世
代
1.4
人
で
、
75
歳
以
上
を

2.4
人
で
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
医
療
福
祉
の
面
で
考
え
て

み
る
と
、
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど

に
か
か
る
社
会
保
障
費
の
負
担
割
合

が
大
き
く
な
り
、
介
護
や
医
療
の
担

い
手
不
足
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
―
。
家
族
の
高
齢
者
に

対
す
る
介
護
な
ど
の
肉
体
的
な
負
担
、

医
療
費
な
ど
の
費
用
の
負
担
も
増
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

影
響
は
、
医
療
福
祉
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。少
子
高
齢
化
は
、私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

「
支
え
ら
れ
る
人
」を
減
ら
す

　

こ
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

負
担
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
進
行
を
抑
え
、
負

担
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

そ
の
方
法
の
一
つ
は
、私
た
ち
が
普

段
の
生
活
を
見
直
し
、年
を
取
っ
て
も

健
康
で
い
る
こ
と
。つ
ま
り
、「
支
え
ら

れ
る
人
」か
ら
抜
け
出
す
こ
と
で
す
。

約
８
年
間
の
不
健
康
な
期
間

　

実
際
、
私
た
ち
は
年
を
取
っ
て
も

健
康
的
に
、
ま
た
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
指
標
の
一
つ
に「
健
康

寿
命
」が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
は
、
健
康
上
の
問
題
が

な
い
状
態
で
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
で
す
。
平
均
寿
命
の

差
が
小
さ
い
ほ
ど
、「
支
え
ら
れ
る
」

期
間
が
短
い
と
言
え
ま
す
。

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
町
内
で
の
健
康

寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
男
女
と
も

約
８
年
間
、
何
ら
か
の
健
康
上
の
問

題
を
抱
え
、「
支
え
ら
れ
る
」生
活
を

送
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
り
、「
支
え
ら

れ
る
」日
が
来
る
前
に
―
。
次
の
ペ
ー

ジ
か
ら
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
を
一
緒
に
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

町内の健康寿命と平均寿命（平成24年）
（松前町健康づくり計画より）

年
を
取
っ
た
と
き
、
あ
な
た
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
は
何
で
す
か
？

家
族
、
友
人
、
趣
味
な
ど
の
生
き
が
い
、
心
も
体
も
休
ま
る
家
、
お
い
し
い
食
事
…
。

松
前
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
に
住
む
誰
も
が

自
分
の
欠
か
せ
な
い
人
た
ち
と
過
ご
し
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
楽
し
む
た
め
に
―
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

0 20 40 60 80 100

女性

男性

2010年

2040年

70.00歳健康寿命

健康寿命

平均寿命

平均寿命

77.82歳

78.20歳

86.10歳

約8年

約8年

↔
↔

サービス
の低下

社会保障
負担増

介護
負担増

支えられる日を迎える前に―。
私たちができることは

Interview

さわやか福祉財団　社会福祉士
長瀬　純治さん

　少子高齢化に伴い、日本の社会保
障は現状を維持することが難しくなりつ
つあります。そのため、国は今、必要
なサービスを必要な人が確実に利用
できるように、いわば社会保障の交通
整理を進めています。
　さて、その上で「住民に求められてい
ることとは何か」などと言うと、いきなり
住民が難題を解決しなければいけない
ような重圧を感じてしまうかもしれませ
んが、それは誤解です。ここは焦らず
落ち着いて、視点を変えてみましょう。

　確かに、これは深刻な問題ですが、
一方でもう少し先の問題でもあります
から、住民としてまずは「できることを
探す」という意識を持つことが大切で
す。例えば、住民が認知症を治すこと
はできませんが、地域で認知症の方
を受け入れる環境をつくることはでき
ます。誰もが立ち寄れる「居場所」と
いわれる活動はその代表で、既に全
国で始まっています。小さな工夫で可
能性は広がります。皆さんもできる範
囲で活動を始めませんか。

まずは「できることを探す」意識を

※  少子高齢化を受け地域で支え合う仕
　組みづくりのため全国各地で尽力。県
　内では唯一、本町の支援も行っている。
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週
に
１
回
、
永
田
公
民
館
で
介
護

予
防
の
た
め
活
動
す
る「
小
富
士
松

ク
ラ
ブ
」。
町
の
介
護
予
防
事
業
の
講

座
を
き
っ
か
け
に
立
ち
上
が
っ
た
同
ク

ラ
ブ
は
、講
座
修
了
後
も
、20
人
ほ
ど

が
自
主
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を

使
っ
た「
コ
ロ
バ
ー
ン
ド
体
操
」、瀬
戸

の
花
嫁
の
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す「
ま
っ
さ
き
元
気
体
操
」や
脳
ト
レ

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
中
は
、体
操
し
て
疲
れ
た
ら
休

憩
し
て
談
笑
し
、脳
ト
レ
で
失
敗
し
た

ら
笑
い
合
う
な
ど
、笑
顔
が
絶
え
ま
せ

ん
。「
体
の
現
状
維
持
の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
に
来
た
ら
み
ん

な
で
よ
く
笑
う
ん
で
す
」と
話
す
の
は
、

代
表
の
一
色
勝
彦
さ
ん
。
他
の
メ
ン

バ
ー
も「
寝
た
き
り
に
な
っ
た
ら
つ
ま

ら
な
い
か
ら
続
け
た
い
」「
体
操
を
し

て
い
た
ら
元
気
に
な
る
」と
に
っ
こ
り
。

「
一
人
で
は
な
く
、み
ん
な
が
い
る
か
ら

続
け
ら
れ
る
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

◉
皆
さ
ん
も
始
め
ま
せ
ん
か　

各
地

区
に
介
護
予
防
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。詳
細
は
、健
康
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係（
☎
９
８
５
―
４
２
０
５
）ま
で
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業

　　

こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
と
違
い
、
要
介
護
認
定
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
簡
単
な
質
問
に
答
え
、

「
生
活
機
能
の
低
下
」が
判
断
さ
れ
れ

ば
、利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、要
支
援
１・２
の
認
定
を
受

け
、介
護
予
防
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
）と
介
護
予
防
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、認
定
期
間
終
了
後
、総
合
事
業

の「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
」に
移
行
し
ま
す
。移
行
し
て
も

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

一
般
介
護
予
防
事
業

　　

こ
の
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
人
な

ら
誰
で
も
利
用
で
き
る
事
業
で
す
。

　

町
の
保
健
師
や
、
理
学
療
法
士
な

ど
の
リ
ハ
ビ
リ
職
が
地
域
に
出
向
き
、

体
操
の
指
導
や
口
腔
ケ
ア
な
ど
介
護

予
防
の
講
座
を
行
い
、
自
主
的
に
予

防
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
事
業
は
、
決
ま
り
次

第
、広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、制
度
を
活
用
し

て
地
域
で
元
気
に
生
活
す
る
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◉介護予防のためのサービス利用の流れ
総合事業（4月から始まる新しい事業） 介護保険

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）

一般介護予防事業
（65歳以上の人なら誰でも）

介護予防・生活支援サービス事業
（訪問系・通所系サービス）

自立した生活
が送れると
判断された人

介護給付
のサービス

介護予防給付
のサービス

生活機能の
低下が

判断された人

基本チェックリスト実施

地域包括支援センターと
サービスの利用計画を作成
（介護予防ケアマネジメント）

地域包括支援
センターと
ケアプラン作成

居宅介護
事業所と

ケアプラン作成

要介護（要支援）認定申請

要支援
1・2の人

要介護
1～5の人

非該当
の人

生活上の困りごと、受けたいサービスなどを
健康課包括支援センター係（☎985-4205）に相談

本
町
で
も
４
月
か
ら
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
介
護
予
防
と
日
常
生
活
の
自
立
の
た
め
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
を
始
め
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
な
く
て
も
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

上
手
く
活
用
し
て
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

一般介護予防事業（65歳以上）

介護予防の方法などの普及啓
発  、地域で介護予防のため活
動する個人・団体などへの支援

一般介護
予防事業

介護予防・生活支援サービス事業

【訪問系サービス】
・入浴や食事などの介助
・掃除、洗濯や調理などの支援

【通所系サービス】
・デイサービスでの入浴や食事の介助
・機能訓練（生活機能の維持向上）

１支えられる人にならない

介護予防の
制度を
活用する

Topics介護保険サービスの利用は、自立のための１歩

松野 凖一さん ＝北黒田＝

　ヘルパーに介助してもらったり、デイ
サービスに通ったりする「介護保険サービ
ス」 。これらは、皆さんがなるべく自立した
生活が送れるようにするためのものです。
　町では、一時的に介護保険を利用し
たものの、その後、介護保険の利用を
卒業した人たちを表彰しています。
　骨折したため介護保険サービスを利
用した松野さん。「サービスを使うと楽だ

けれど、自分ですることがなくなって、ぼ
けてしまいます。自分で好きなようにした
い」と話し、介護保険から卒業。自転車で
伊予市のスー
パーに出掛け
るなど卒業後
も元気に生活
しています。
◉表彰希望者は担当ケアマネージャーまで。さん ＝北黒田＝

101歳

介護予防事業の講師に聞く

㊤コロバーンド体操で全身を伸ばし、体を鍛える　㊦ジャンケンで脳
トレ。頭も体もみんなで楽しく動かして、介護予防を行っている

訪問看護ステーションくるみ
理学療法士

公
きみはら

原 央
ひさとし

智さん 

◉ 愛媛県理学療法士会の保健
　福祉部副部長も務めている。

　コロバーンド体操は、簡単で継続できて効果的な運動が
できるよう考えました（※）    。全身運動ができ、転倒予防や腰痛
肩こり解消などに効果がある8種類の体操を作っています。
利用した皆さんからは、リハビリの回数が減った、骨盤周囲
の筋力がつき尿もれがなくなったという話も聞いています。
　現在、健康に良いと言われる運動も、体の状態によっ
ては改善せずリスクが高まることがあります。この介護予
防の事業を活用して、気軽に相談してください。
※  愛媛県理学療法士会が本町の介護予防のため独自に考案。

個々の体の状態に合わせることが大切
気軽に相談できる場として活用してください

Interview

　
　
　   

み
ん
な
で
無
理
な
く

　
　
　   

楽
し
く
介
護
予
防

小
富
士
松
ク
ラ
ブ（
永
田
）

介護保険
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２支えられる人にならない

活動の場を
増やし
行動する

関
わ
っ
た
人
の
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
探
し
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
す
る
と
、
い
つ
の
間
に

か「
支
え
ら
れ
る
」の
で
は
な
く
、

人
と
「
支
え
合
う
」
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
「
支
え
る
」
こ
と
は
、
少
し
重

荷
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
支
え
合
う
」
こ
と
は

誰
も
が
無
理
な
く
楽
し
く
行
う

こ
と
が
で
き
、
続
け
て
い
く
こ
と

は
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
支
え
ら
れ
る
」
日
が
来
る
前

に
―
。
み
ん
な
で
「
支
え
合
う
」

生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
に

　

楽
し
く
過
ご
せ
る
憩
い
の
場
、

学
べ
た
り
体
験
で
き
た
り
す
る

場
、
趣
味
を
生
か
し
交
流
す
る

場
―
。一
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
が
あ
り
ま

す
。こ
の
他
に
も
、
前
の
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
た
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。き
っ
と
、あ
な
た

に
合
う
場
所
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
所
に
出
掛
け
、

会
話
し
、
笑
い
、
体
を
動
か
し
、

人
や
も
の
と
出
会
う
こ
と
は
、
自

分
自
身
の
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
探
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
合
う

　
一
人
一
人
が
活
動
的
に
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

紹介する以外にも
高齢者の活動の場

老人クラブ
65歳以上が対象。イベ
ントなどで地域の子ど
もたちと交流している。
問健康課地域包括支援セ
ンター係（☎985-4205）

高齢者大学
東・西・北公民館で学び・
仲間づくりの場として、
講座や課外研修を開催。
問東公民館（☎984-1159）
　西公民館（☎984-5313）
　北公民館（☎984-7529）

ボランティア活動 
　音訳・要約筆記、清掃活動や子どもとの交流な
ど34団体が登録。詳しくは社会福祉協議会まで。

▼絵手紙「ひまわり」（写真6～ 7）
　絵手紙を通じ、老人ホームで入所者や保育所
の園児と交流したり、体験講座を行ったりしてい
る。詳しくは、友澤千代さん（☎983-2335）まで。

　絵手紙は特別な技術が必要で
はありません。元気になってもら
いたいと思い活動していますが、
一緒に楽しんでいるので、私たち
の方が元気になって帰ってきてい
ます。皆さんも始めませんか。

友澤  千代さん㊧
稲垣  明美さん   ㊨

　身近な公民館に気軽に来てほ
しいと思い、毎週月曜日にふれ
愛クラブを行っています。月曜日
は公民館に出掛け、西古泉から
松前町を元気にしていきましょう。森内  修さん

▼「西古泉地区のサロン」（写真3～ 5）
　認知症・寝たきり予防が目的の「いきいきサロ
ンこいずみ」、コロバーンド体操で介護予防を行う
「西公会」、地区住民を対象に公民館を無料開放
するほか、歴史、健康などさまざまなテーマで講
座を行う 「ふれ愛クラブ」の3つを開催中。詳し
くは、区長の森内修さん（☎090-2804-1122）まで。

　グループホームに勤めていた
時、入所者と家族の面会時間が
少なくて…。寂しくなく、笑顔で帰
れる場所をつくりたいと思い、カ
フェを開きました。お一人さま、高
齢者の皆さん、ぜひ来てください。木村  道子さん

高齢者サロン
　各地区で、体操、料理教室、カフェなどを開催。
詳しくは社会福祉協議会（☎ 985-3200）まで。

▼「ふれあいカフェえがお」（徳丸。写真1,2）
　お茶を飲みながら話をするだけでなく、小物作
りやゲームを楽しめる。日時は月、火、木、金、土
曜日の10時～16時。 昼
食600円 （要事前予約）。
詳しくは、木村道子さん
（☎ 989-0120）まで。

現
在
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
な
場
所
で
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

身
近
な
場
所
に
は
、
皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上
に

楽
し
く
活
動
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

紹
介
す
る
皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
て
、
活
動
の
場
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

憩い、学び、趣味、交流―。
活動の場はあなたのすぐそばに。

１_「みんなで好きなことして
帰るから、来るのが待ち遠し
いんです」　2_昼食。介護食
士の資格を生かしたメニュー
は栄養バランスもばっちり　3、
4_伊予警察署員を招き、自転
車講習会を開催　5_みんなで
季節の行事を楽しむ　6、7_
　　　　楽しく会話しながら絵
　　　　手紙を作成。うちわ
　　　　や羽子板に描くことも
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